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農林水産部次長
就任の挨拶

100周年を迎えた

　２０１０年４月３日からは、自転車をそのまま鉄道車
両に持ち込めるサイクルトレインサービスを、２０１５
年１１月１５日からは、上総牛久駅～養老渓谷駅間で
トロッコ列車「里山トロッコ」の運行が開始され、乗客
需要を開拓してきています。
  周辺地域の観光スポットには、「養老溪谷」があり、
シーズンにはハイキング等の観光客でにぎわってい
ます。
　また、月崎駅近くでは、世界に3箇所しかないうち
の１箇所となる「地球磁場逆転地層」の存在も昨年
明らかになり、ニュースでも話題になっています。
　今度のお休みには、市原市まで出向き、日ごろの
生活を忘れて、都会には無い自然や田園風景を車窓
から眺めてみてはどうでしょうか。

　地域住民に愛され続けた小湊鉄道は、ＪR東日本内房線と接続する市原市の五井駅
（東京駅から約６０分、千葉駅から約２０分）から、いすみ鉄道いすみ線に接続する夷隅郡
大多喜町の上総中野駅までの39.1kmの鉄道路線で、１９１７年の会社創立以来、今年
でちょうど１００周年を迎えます。

「小湊鉄道」「小湊鉄道」
地地域域住民にに愛愛され

１００
周年

千葉農業事務所
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　このたび、４月１日付けで農林水産部次長に就任いたしました杉野でございます。

　日頃から、皆様には千葉県農林水産業の発展のため、特に米の生産調整（飼料用米）や、

農地中間管理事業などの各種施策の推進にご理解、ご協力いただき、また、農業生産を支える

土地改良施設の適正な維持管理にご尽力いただき、心より感謝申し上げます。

　さて、現在県では新たな総合計画を策定中であり、現計画に引続き「農林水産王国・千葉」

の復活を目指し、農林漁業者や関係団体と緊密に連携しながら、国内外の競争に打ち勝つ

産地づくり、地域ブランド化等による販売力強化、多様な担い手の確保・育成などを推進して

まいります。

　本県農林水産業が今後とも発展していくためには、生産力の強化と生産性を向上させ、生産

コスト縮減を図るとともに、首都圏に位置するという地理的優位性を生かした産地づくりや、

地域農業をけん引する経営感覚を持った担い手の確保・育成が重要です。　

　このため、農地の大区画化・汎用化の整備など生産基盤の充実・強化を図るとともに、経営規

模の拡大に意欲的な担い手に対しては、生産性の高い営農が展開できるよう、人・農地プラン

の策定・見直しと併せ、農地中間管理機構を活用した担い手への農地集積・集約化を推進して

まいります。

　また、地域農業を支える農業水利施設の多くが耐用年数を超え、農業用水の安定供給や

排水機能の確保が懸念されるなかで老朽化した施設の長寿命化対策や安心・安全な農村地域の

ための防災事業を併せて推進してまいります。

　最後に本県農業の発展と農業農村整備事業の推進にご尽力をされている皆様におかれまして

は、今後とも一層のご支援、ご協力を賜りますようお願いするとともに、皆様方のご健康とご発展

を祈念して就任の挨拶といたします。

農林水産部次長農林水産部次長
就任の挨拶就任の挨拶

千葉県農林水産部次長

杉野　宏

農林水産部次長
就任の挨拶
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　本年４月１日付けの定期異動により、耕地課長に就任いたしました杉森でございます。

　会員の皆様におかれましては、日頃から本県の農業農村整備事業等の推進に当たりまして、多大なる

ご理解とご協力をいただき、心より感謝申し上げます。

　さて、本県では、千葉県農林水産業振興計画（平成２６年度～平成２９年度）に基づき、「農林水産王国・

千葉」の復活と「農山漁村の活性化」の実現を目指して、特に農業農村整備関係では「老朽化した農業

水利施設の補修・更新整備の推進」、「農地の利用集積を促進するほ場整備の推進」、「災害に強い農業・

農村の構築」、「農村コミュニティや農村環境の維持・保全」を柱に様々な施策・事業等に取り組んでおります。

　本年度これらの取組に必要な国の予算割当ては、平成２８年度補正予算と平成２９年度当初を合わせ

て、県要望に対しては約６５％と昨年度から7ポイント上昇しています。

　しかしながら、計画的な事業実施のためには十分な当初予算の確保が重要であり、そのためには、経済

的かつ迅速に事業実施に取り組むとともに、予算の回復基調による事業成果を内外に示していく必要が

ありますので、皆様方のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

　次に、現在の農業農村整備事業の課題等について申し上げます。

　まず、農業水利施設の老朽化の課題ですが、基幹的な水利施設に限りましても半数以上が耐用年数を

超えており、維持管理や修理費は年を追う毎に増大しています。

　このため、老朽化対策として既存施設の有効活用を図りつつ、長寿命化対策工事により施設のライフ

サイクルコストの低減ができるようストックマネジメントに関する事業を計画的に推進してまいります。

　また、担い手不足、農業従事者の高齢化に対して、地域担い手の育成・支援の必要があります。

　このため、農地中間管理事業等の関連事業との連携を図りつつ、農地集積・集約の加速化、米の生産

コストの早期かつ大幅な削減とともに高収益作物の生産が可能な基盤整備を行い、担い手の育成、農地

集積を進めてまいります。

　さらに、地震・集中豪雨等による災害を防止し、地域の防災力の向上を図る必要があることから、湛水

被害を防止するための排水施設の整備や老朽化した農業用ため池の改修、地すべり防止施設の整備を

進め、災害に強い農村づくりを推進してまいります。

　千葉県農業振興のために、農家の皆様方の営農意欲や地域の創意工夫を積極的に引き出し、最大限

の効果を発揮できるよう各種事業を効率的に活用し、施設の長寿命化、農地の大区画化・汎用化、災害

に強い農業・農村等の構築及び地域環境保全・向上が図られるよう会員の皆様と連携して取り組んで

まいりますので、どうぞよろしくお願いいたします。

農林水産部耕地課長

杉森　浩

耕地課長就任の挨拶耕地課長就任の挨拶
東葛北部土地改良区と野田市木野崎土地改良区
合併予備契約調印式が執り行われました耕地課長就任の挨拶
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耕地課長就任の挨拶
野田市土地改良区統合整備推進協議会

東葛北部土地改良区と野田市木野崎土地改良区
合併予備契約調印式が執り行われました

東葛北部土地改良区と野田市木野崎土地改良区
合併予備契約調印式が執り行われました

東　北部土地改良区と野田市木野崎土地改良区
合併予備契約調印式が執り行われました

　平成28年５月18日に「野田市土地改良区統合整備推進協議会」が設立され、東　北部土地改良
区と野田市木野崎土地改良区の統合を検討してきましたが、この度、両土地改良区の総（代）会で承
認が得られたことから、３月30日に野田市内にある「みのわ」の会議室に於いて、合併に向けてスター
トとなる合併予備契約締結のため調印式を開催しま
した。調印式には東　北部土地改良区 渡辺理事長、
野田市木野崎土地改良区 山﨑理事長を始め、東　飾
農業事務所 澤川所長、野田市 鈴木市長、千葉県土地
改良事業団体連合会 鈴木副会長、また、統合の検討
を一緒に進めてきた関係者にも参加いただき総勢４３
名で盛会に開催されました。
　調印には、澤川所長、鈴木市長、鈴木副会長の立
会の下で、双方の理事長が合併予備契約書に署名、押印しました。
　東　北部土地改良区の渡辺理事長から、野田市土地改良区統合整備推進が実を結び、野田市
木野崎土地改良区と東　北部土地改良区との合併予備調印を行うことができ、日頃より土地改良
事業の推進にご尽力をいただいている関係機関にお礼を述べられ、また、近年の農業農村をめぐる
環境は一段と厳しさを増す中で、これまで以上に地域の農業の振興と地域の活性化に貢献していく
ことが求められており、土地改良区の現状は農村地域の混住化過疎化の進展、農業従事者の高齢化
や兼業化等による意識の多様化等を背景に、組織運営は極めて困難な状況であり、このため、土地
改良区が従来の役割を十分に果たし、さらに新たな役割にも的確に対応し、今後の組合員の営農の
安定化を進めて行ける土地改良区として運営を進めて行きたい旨の挨拶がありました。
　最後に、調印者で堅い握手を交わし、無事に調印式が終了しました。

◀左から

千葉県土地改良事業団体連合会　鈴木副会長

東　飾農業事務所　澤川所長

野田市　鈴木市長

東　北部土地改良区　渡辺理事長

野田市木野崎土地改良区　山﨑理事長
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第６０回通常総会開催
～ 平成２９年度予算２１億３千万円の決議等９議案を議決～水土里ネット千葉　総務部水土里里ネ ト千葉 総務務部

第58回全国土地改良功労者等表彰式開催第58回全国土地改良功労者等表彰式開催第58回全国土地改良功労者等表彰式開催

県内の土地改良功労受賞者県内の土地改良功労受賞者県内の土地改良功労受賞者

農業農村整備優良地区コンクール
（農業生産基盤整備部門）

農業農村整備優良地区コンクール
（農業生産基盤整備部門）

農業農村整備優良地区コンクール
（農業生産基盤整備部門）

団  体

全国水土里ネット会長賞

銀章

富浦地区（ 農事組合法人米工房富浦）

（敬称略：役職は表彰時）

千葉県根木名川土地改良区
（前）千葉県大利根土地改良区
武田堰土地改良区
千葉県大利根土地改良区

秋山 行宏
飯島 正義
小倉 秋男
大木 　裕

理 事 長
理 事 長
理 事 長
事務局長

▲受賞者の皆さんと進藤顧問

市原市市原西部土地改良区
香取市東部土地改良区

　第58回全国土地改良功労者等表彰式が３月２４日東京都千代田区の砂防会館別館「シェーン
バッハ・サボー」において開催されました。
　この表彰は土地改良事業の推進や土地改良区の運営に著しい
功績のある団体や個人に対し贈られるものです。
　このたびは、農林水産大臣表彰優良土地改良区が全国で5地
区、農村振興局長表彰が2地区、金章表彰38地区、銀章表彰49
地区、銅章表彰27地区、個人表彰116名が受賞されました。
　また、同時に農業農村整備優良地区コンクール表彰も行われ、

農業生産基盤整備部門では13地区が受賞されました。
　表彰式では多数の関係者を迎え、はじめに二階俊博全国水土
里ネット会長が挨拶、続いて山本有二農林水産大臣が来賓を代
表して挨拶され、その後表彰に移りました。
　本県からは、次の団体３地区と４名の方々が長年の功績が認
められ表彰の栄に浴されました。

団 体

個 人

▲祝辞を述べる山本農林水産大臣

▲二階全国水土里ネット会長のあいさつ
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水土里ネット千葉　総務部

第６０回通常総会開催
～ 平成２９年度予算２１億３千万円の決議等９議案を議決～

第６０回通常総会開催
～ 平成２９年度予算２１億３千万円の決議等９議案を議決～

▲林会長から表彰状を受ける功労者のみなさん

　今回は理事１名の補欠選任が行われ、総会で選ばれた10名の選考委員から推薦された次の方
が選任され、平成31年3月31日の任期まで就任することとなりました。
　選任された役員（平成29年2月27日就任）
　　理　事　往古 幸衛（千葉県大利根土地改良区理事長)

(前)市原市米沢安久谷土地改良区
千葉県手賀沼土地改良区
勝田川沿岸土地改良区
香取市水郷土地改良区
千葉県借当川沿岸土地改良区
両総土地改良区
長生郡一宮町西部土地改良区
いすみ市古沢土地改良区
安房中央土地改良区
小糸川沿岸土地改良区

理 事 長　鈴木 　仁
第一理事　落合 　登
理 事 長　若狭 彌一
理 事 長　木内 聖凱
理 事 長　依知川 敏男
理 　 事　渡辺 勝也
理 事 長　原田 正樹
監　　事　熱田 彰司
副理事長　羽山 　榮
事務局長　森 　英樹

（敬称略）

（敬称略）

▲林会長のあいさつ

◇ 役員補選

◇ 土地改良功労受賞者の皆さん

　水土里ネット千葉（千葉県土地改良事業団体連合会）第60回通常総会が2月27日千葉県土地
改良会館において、多数の会員並びに来賓を迎え盛大に開催されました。
　はじめに林和雄会長が主催者を代表して挨拶し、その後、多年にわたり本県の土地改良事業の
推進に貢献された功労者10名が県土連会長表彰を受け、その功績が讃えられました。
　来賓には永嶋善隆関東農政局次長、伊東健司千葉県農林水産部長、並びに千葉県議会からは
宇野裕千葉県議会議長ほか県農林水産部幹部職員を迎え、それぞれ祝辞を頂戴し前半のセレモ
ニーを終了しました。
　後半では、利根土地改良区の鈴木利男理事長が議長に選任され議事に入り、予め提出された議
案は第１号議案から第９号議案まですべて原案どおり可決承認されました。

第58回全国土地改良功労者等表彰式開催

県内の土地改良功労受賞者

農業農村整備優良地区コンクール
（農業生産基盤整備部門）
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　２月２４日、千葉県夷隅農業事務所の主催による「新たな水田営農を考えるフォーラム」が開催され、現
在、基盤整備事業を行っているいすみ市夷隅川Ⅰ期地区夷隅川工区、また事業化に向け、計画をしている
いすみ市古沢土地改良区桑田地区、勝浦市大森地区、勝浦市名木木戸地区、勝浦市大楠地区、勝浦市
古新田地区の各事業推進委員など関係者およそ４０名が参加しました。
　現在、各地区では、水田などの生産性向上と新たな営農作物の導入による営農発展、地域活性化を図
るため、基盤整備事業を実施または計画していますが、一方で、水田転換畑に適した営農作物の選定や
収益の確保、集落営農による労働力や機械の共同化など、営農計画や体制づくり、新規営農作物導入の
実施について課題も多くあります。
　今回のフォーラムは、各地区の抱える集落営農推進における課題などを認識し、解決策を模索するた
めに、取り組み状況や情報意見交換を行うとともに、近隣地区同士の連携関係を築くことを目的に、実施
されました。
　また、フォーラム後には、鴨川市の和泉営農組合を訪れ、集落営農に取り組む先進的な事例について視察
を行いました。

　第１部は現地視察として、勝浦市大森地区の営農作物試作ほ場の
見学が行われました。
　このほ場では、基盤整備後の営農作物や営農体制を検討し、「機械
作業体系が確立されている」「イノシシやシカなどの食害を受けにくい」「全国的にも有名である勝浦タン
タンメンの具材や業務加工の需要が見込める」などの理由から、試験作物としてタマネギの栽培に取り組
んでいます。昨年１２月にメーカーの協力を得て機械での移植を行い、７月頃の出荷を目指しています。
　また、このほ場は谷津田であり、獣害対策・排水対策も講ずる必要があります。同市内ではイノシシや

シカなどによる農作物被害が多く発生しており、このほ場でも、前出の動物に
加えサルも出没します。更に、山からの湧水量も多く、排水対策も工夫する必要
があります。そこで、同地区では、ほ場の周囲の柵にしなりやすい支柱を用いて
サルの登る能力を抑える工夫をした「簡易サル侵入防止柵」を設置し、また、
およそ70ｃｍの深さまで明渠排水を掘り、湧水への対策を行っています。
　ほ場の責任者からは「あえて、地区内で条件が悪いであろう場所で試作を
しており、ここで手ごたえを得られれば、他のほ場でも作付けができるだろう」
との説明があり、参加者は興味深そうに視察を行い、中山間地での営農作物
の検討状況についての理解を深めました。

集落営農推進上の課題解決への道筋を探る!!集落営農推進上の課題解決への道筋を探る!!集落営農推進上の課題解決への道筋を探る!!
～新たな水田営農を考えるフォーラムを開催～～新たな水田営農を考えるフォーラムを開催～～新たな水田営農を考えるフォーラムを開催～

勝浦市土地改良区

◆水田を利用した野菜生産における排水対策、獣害対策

▲昨年12月、機械により移植されたタマネギ

▲湧水対策のため大きく掘られた
明渠排水路と簡易サル侵入防止柵
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集落営農推進上の課題解決への道筋を探る!!
～新たな水田営農を考えるフォーラムを開催～ 　第２部は、場所を勝浦市名木区民館に移し、情報交換会が行われました。

　まず、各地区の代表者が地区の概要や基盤整備事業の進捗状況などの
説明。その後、営農計画と課題についての情報交換がなされると、参加者
はメモを取ったり、ときにうなずいたりしながら、他地区の情報を熱心に収集
していました。
　現在事業を実施中の夷隅川Ⅰ期地区夷隅川工区は３集落で構成されていて、各集落で営農組合を
設立済みまたは設立準備中となっています。平成２１年から３年間に食用ナバナ、ソラマメ、そばを各集落
で試験栽培したが、湿害や塩害などの課題があり、排水対策を行っているとの説明がありました。営農
組織については、「作物の売り上げとしてはあるが、個人の収益としては厳しい。労働に対しての作業
賃金を払うためには、高収益作物の作付けが必要となってくる」との現状が語られました。また、事業採択
に向けて準備をしている地区からは、「転作や水稲の裏作による営農の取り組みについては不安がある
が、試作を行い検討していく」など、活発な意見が出ました。
　最後に、司会者から「今後、地域の活力を高めるためにどのようなことを考えていますか」との質問が
出されると、各地区からは「基盤整備により、遊休農地が耕作地に変わった。今後は定年退職者などを
巻き込んで、更なる活性化を目指していきたい」「観光と連携した相乗効果を考えていきたい」「地区内
で収穫祭などのイベントを行って、多くの人に来てもらい、交流の増加につなげていきたい」などといった
力強い答えが返されました。
　参加者からは「営農計画や体制づくり、営農作物の導入についての課題は、それぞれ同じようにあるこ
とが分かり、よかった」との感想があり、情報交換会は一定の成果を上げました。
　今後は、更に連携を強化していくため、定期的に情報交換会を実施していくこととなりました。

　午後からは、基盤整備後の集落営農組織運営と水田営農品目の取り組みについて、先進事例を学ぶ
ため、鴨川市の農事組合法人和泉営農組合を訪れ、基盤整備後の営農組織や水田営農品目の取り組みに
ついて視察を行いました。
　まず、小畠代表理事より、営農組合設立の経緯や、現在の運営状況、将来の集積目標などについて説明
を受けた後、専従職員の方から水田営農品目や出荷の状況について説明を受けました。また、収穫し、袋詰
めされたナバナを見学したり、設備を確認したりしながら、先進地の取り組み状況について学びました。
　質疑では、参加者からは「どのように
して人材を確保したのか」「営農品目に
ついては、機械化をしているのか」「収
穫を行なう際は、パートタイマーを雇って
いるのか」などの質問がなされ、今後に
向けての意欲の高さがうかがえました。

◆課題解決に向けた情報交換会

◆先進事例に学ぶ

▲情報交換会の様子
参加者は熱心に情報収集を行う

▲小畠代表理事（左）より説明を受ける ▲袋詰めされたナバナを見学
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　去る３月２３日、千葉県土地改良会館において、平成２８年度水土里

情報利活用促進協議会の理事会と通常総会が開催されました。

　理事会では初めに、本協議会の副会長である千葉県農林水産部

耕地課の岩渕課長（当時）から、農地利用集積、耕作放棄地対策や

農業水利施設の老朽化対策に対して、県としても水土里情報システム

を活用していきたいと挨拶をいただきました。

　その後、総会付議案件について審議いただきました。

　午後からは、６５団体の会員出席のもと通常総会が開催されました。

　本協議会は、水土里情報利活用促進事業を実施するにあたり、平成１８年度に７６団体の参加により

設立され、現在の会員は県耕地課、農地・農村振興課、森林課、農業会議、全農千葉、ＪＡ中央会、農業

共済組合、市町村、改良区などの１１８団体となっています。

　総会開催にあたり、本協議会の会長に代わり、千葉県土地改良事業団体連合会の鈴木副会長から

挨拶の後、長生郡一宮町東部土地改良区の森田理事長が議長に選任され、１号議案から２号議案まで

すべて原案のとおり可決承認されました。

　　

　　１号議案　平成２８年度の事業報告について

　　２号議案　平成２９年度水土里情報利活用計画について

　

　また、その他の事項として、平成２９年度に運用予定されている水土里情報のシステムのバージョン

アップについてのデモンストレーションがあり、内容はシステムのクラウド型への移行とそれに伴う機能

拡張と機能追加について紹介しました。

　また、水土里情報利活用促進事業では２９年度以降も地図情報システム（ＧＩＳ）の構築及び農地

情報のデータベース化を更に進めていくこととしております。つきましては、システムの利活用推進を

行うには、関係機関からの資料提供などのご協力が不可欠となりますので、今後とも、協議会の目的を

ご理解頂き協議会への加入と併せて引き続き地図情報の利活用にご協力をお願い申し上げます。

千葉県水土里情報利活用促進協議会
（水土里ネット千葉）

水土里情報利活用促進協議会
理事会・通常総会開催
水土里情報利活用促進協議会
理事会・通常総会開催
水土里情報利活用促進協議会
理事会・通常総会開催

平成
２８年度 GIS（水土里情報システム）講座の

　　　　　　　　　　　開催について

▲岩渕耕地課長（当時）のあいさつ



09ネットちば・・・

水土里ネットちば

●●●●●●●●●水  土  里●●●

水土里情報利活用促進協議会
理事会・通常総会開催

　千葉県水土里情報利活用促進協議会では平成２４年度から水土里情報システムの本運用を開始

し、現在までに４６団体がシステムの運用を行っております。

　ＧＩＳ（水土里情報システム）講座は、平成２６年度より開催し、利用者に合った操作説明を実施して

います。

　今年度も昨年度同様、１回の講座は２団体程度で、実施期間は７月から２月の毎週水曜日９時３０

分から１５時を予定しています（水曜日が祭日の場合は行いません）。

　昨年度のＧＩＳ（水土里情報システム）講座は多数の参加があり、午前中はシステムの構成や各種

機能の基本操作説明を行い、午後は良く利用する複数条件での検索方法や凡例とタイトルを取り込

んだ印刷方法など地図情報ならではの機能を使っての操作実習を行いました。また、各参加団体様

の要望数が多かった項目毎の色塗りやラベルの作成も行い、参加者は職場での利用を考え熱心に

説明を聞き、何度も繰り返し操作する場面も多く見受けられました。

　なお、申し込みにあたっては、当会のホームページ（http://www.chibadoren.or.jp/）の

「水土里情報システムＧＩＳ講座申し込み」より、申し込み用紙をダウンロードし、必要事項を記入の

うえ、参加希望日の二週間前までにＦＡＸで申し込みをお願いいたします。希望団体が多い場合は

事務局で調整させていただきますので、

ご了承のほどお願いいたします。

　今年度もシステム利用を検討している

団体も含め、多数のご参加をお待ちして

おります。

　また、ＧＩＳ、地図情報等、システム運用に

関わらず、ご質問や興味がある方は管理

指導部水土里支援課（043-241-7745）

までお問い合わせください。

GIS（水土里情報システム）講座の
　　　　　　　　　　　開催について
GIS（水土里情報システム）講座の
　　　　　　　　　　　開催について
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団体指導課
課　長
副課長（事）
農林検査室
水産指導検査室
土地改良検査室
経営支援室

主幹（兼）室長
主幹（兼）室長
副技監（兼）室長
主幹（兼）室長

根 本　正 一
根 本　和 紀
氏 家　良 和
小 林　直 美
小 林　　 厚
武 田　　 有

農地・農村振興課
課　長
副参事
副課長（事）
副課長（技）
農地集積推進室 副技監（兼）室長

越 川　浩 樹
石 黒　真 平
篠 原　　 光
毛 利　雅 史
桑 原　孝 二

耕地課
課　長
副課長（事）
副課長（技）
事業計画室
基盤整備室

主幹（兼）室長
副技監（兼）室長

杉 森　　 浩
小 倉　政 芳
大須賀 信 宏
小 野　　 勉
小 島　　 光

農林水産部
部　  　長
流通販売担当部長
水 産 局 長
次　  　長
次　  　長
次　  　長

（事）
（事）
（技）
（事）
（技）
（技）

伊 東　健 司
石 渡　安 博
山 﨑　明 人
長谷川 正 克
奥 倉 　　努
杉 野 　　宏

出先機関
千葉農業事務所
東　飾農業事務所
印旛農業事務所
香取農業事務所
海匝農業事務所
山武農業事務所
長生農業事務所
夷隅農業事務所
安房農業事務所
君津農業事務所

所　長
所　長
所　長
所　長
所　長
所　長
所　長
所　長
所　長
所　長

基盤整備課長
基盤整備課長
次　　長
次　　長
次　　長
次　　長
次　　長
次　　長
次　　長
次　　長

田 中　雅 史
澤 川　　 隆
岩 渕　善 彦
川 村　治 朗
池 尻　　 勉
冨 塚　浩 一
小 倉　千 生
井 久 保　徹
岩 見　泰 洋
加 藤　正 道

田 中　完 佳
内 山　貴 仁
本 宮　　 誠
鈴 木　清 次
加 瀬　　 誠
米 島　隆 裕
吉 井　俊 勝
渡 辺　正 巳
中 嶋　浩 之
茂 木　弘 一

平平平平平（平成２9年度）

千葉県農業農村整備事業組織体制
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本　庁 出先機関

農業土木職員  189 名

千葉農業事務所

東　飾農業事務所

印旛農業事務所

香取農業事務所

海匝農業事務所

山武農業事務所

長生農業事務所

夷隅農業事務所

安房農業事務所

君津農業事務所

調  整  担  当

地域振興担当

耕作放棄地対策担当

農地利用集積担当

調  整  担  当

管  理  担  当

国営事業調整担当

事業計画担当

営  農  担  当

改良区指導担当

水利農道担当

設  計  担  当

ほ場整備担当

換  地  担  当

農地防災担当

団体指導課

農地・農村振興課

耕  地  課

農林水産部 総  務  課
企画振興課
改良普及課
基盤整備課
総  務  課
企画振興課
改良普及課
基盤整備課
総  務  課
企画振興課
改良普及課
地域整備課
指導管理課
調  査  課
総  務  課
企画振興課
改良普及課
地域整備課
指導管理課
総  務  課
企画振興課
改良普及課
地域整備課
指導管理課

大区画基盤整備課
総  務  課
企画振興課
改良普及課
地域整備課
指導管理課
両総用水管理課
総  務  課
企画振興課
改良普及課
地域整備課
指導管理課
総  務  課
企画振興課
改良普及課
地域整備課
指導管理課
総  務  課
企画振興課
改良普及課
地域整備課
指導管理課
鴨川地域整備課
総  務  課
企画振興課
改良普及課
地域整備課
指導管理課

農林指導班

農林検査室

水産指導検査室

経営支援室

土地改良検査室

地域振興班

農地集積推進室

農地対策班

農地調整班

国有財産班

管理調整班

事業計画室

基盤整備室

農地防災班
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農業農村整備事業予算農業農村整備事業予算
千葉県農林水産部

平成２９年度千葉県一般会計予算は、平成２９年２月定例県議会において議決されました。
農林水産部耕地課と農地・農村振興課が所管する主な事業の予算内訳はつぎのとおりです。
平成２９年度千葉県一般会計予算は、平成２９年２月定例県議会において議決されました。
農林水産部耕地課と農地・農村振興課が所管する主な事業の予算内訳はつぎのとおりです。

耕地課

※県当初予算、事業費ベース
※地域農業水利施設ストックマネジメント事業は、県予算ベース  

平成２９年度

＜直轄事業負担金＞
　国営事業（かんがい排水事業等）
＜農業生産基盤整備事業＞
　1　かんがい排水事業
　　　①かんがい排水事業（一般、基幹ストックマネジメント）
　　　　内訳　１．かんがい排水事業（一般）
　　　　　　　２．基幹水利施設ストックマネジメント事業
　　　②農業水利施設保全合理化事業
　　　③地域農業水利施設ストックマネジメント事業
　　　④県単用排水改良事業
　２　畑地帯総合整備事業（担い手支援型）
　３　畑地かんがい推進モデルほ場設置事業
　４　経営体育成基盤整備事業
　　　　内訳　１．経営体育成基盤整備事業（経営体育成等のハード事業）
　　　　　　　２．千葉県農山漁村地域活性化事業交付金（ソフト事業、県単）
　　　　　　　３．高度化支援事業（ソフト事業）
　　　　　　　　　　　　　小　　　　　計
＜農村整備事業＞
　5　農道整備事業 
　　　　　　　　　　　　　小　　　　　計
＜農地等保全事業＞
　6　ため池等整備事業
　　 　内訳　１．県営ため池等整備事業
　 　　　　　２．ため池等緊急整備事業（県単独）
　７　湛水防除事業
　８　地すべり対策事業（防止工事、県単独、災害関連緊急）
　９　特定農業用管水路等特別対策事業
 10　地盤沈下対策事業
 11　災害復旧事業
 12　復興交付金事業
 13　震災対策農業水利施設整備事業
 14　農業用河川耕作物等緊急対策事業
　　　　　　　　　　　　　小　　　　　計
　　　　　　　　　農業農村整備事業費　　　　計
＜調査・管理等＞                      
 15　土地改良基礎調査
 16　営農改善対策調査
 17　経営体育成促進換地等調整事業
 18　土地改良施設管理事業
 19　基幹水利施設管理事業
 20　土地改良施設維持管理適正化事業
 21　国営造成施設県管理費補助事業
 22　国営造成施設管理体制整備促進事業
 23　土地改良管理事業
 24　土地改良管理事業（農業用水水質汚濁調査）
 25　土地改良換地関係費
 26　水土総合強化推進事業
　　　　　　　　　調 査 費 ・ 管 理 費 等　　　　計
　　　　　　　　　　　　　合　　　　　計

　
４,３７０,７９５

２,３０１,９００
１,９５８,６００
９３６,５００

１,０２２,１００
１５５,８００
１７８,５００
９,０００

３７０,１００
８４,０００

２,９７６,０００
２,８００,２１０

０
１７５,７９０

５,７３２,０００

２００,０００
２００,０００

２８８,５００
２５８,５００
３０,０００
８４８,０００
２３７,５００
３１６,０００

－
３２０,０００

０
３５,０００
２２７,０００

２,２７２,０００
８,２０４,０００

４０,０００
１,３６９
４,９６０

１,１５９,８４７
１,０４７,４１５
７２０,０００
３０,１８１
５５,８２８
７７,５５１
４,０００

４６８,２８０
１０,８００

３,６２０,２３１
１６,１９５,０２６

　
３,７５５,３００

２,１７９,０５０
１,８７５,５５０
８６０,１００

１,０１５,４５０
１１６,０００
１７８,５００
９,０００

５０９,４５０
２８,０００

２,９８０,０００
２,６５６,１４０

０
３２３,８６０

５,６９６,５００

３４０,０００
３４０,０００

２６６,０００
２５１,０００
１５,０００
７２５,０００
４６７,５６５
３６９,０００
３３,０００
３２０,０００

０
１７７,０００
１５６,４３５

２,５１４,０００
８,５５０,５００

７０,０００
１,３６９
８,３２０

１,１３３,３２２
１,０４３,７９７
７４０,０００
３０,４９８
５５,７２８
７７,７８６
１,５２０

５８５,５００
１０,８００

３,７５８,６４０
１６,０６４,４４０

－

３４
22
8
14
7
4
1
2
2
29
14
0
15
６７

２
２

８
7
１
７
７
２
１
-
０
１３
２
４０
１０９

37
6
3
14
4
61
1
2
-
4
7
-

１３９
２４８

平成28年度
事業費

平成29年度
事業費

事　　業　　名
地区数

（単位：千円）

に取り組みましょう！！まだ間に合います
生産量が需要量を上回り在庫量が増えると、米価の下落を招きます。米価安定のためには、飼料用米の取組が必要です。
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農業農村整備事業予算
平成２９年度千葉県一般会計予算は、平成２９年２月定例県議会において議決されました。
農林水産部耕地課と農地・農村振興課が所管する主な事業の予算内訳はつぎのとおりです。

農地・農村振興課

＜農業生産基盤整備事業＞
　１　基盤整備促進事業
　2　農地耕作条件改善事業
　　　　　　　　　　　　　小　　　　　計

＜農村整備事業＞
　２　農業集落排水事業
　　　内訳　１．ハード事業
　　　　　　２．ソフト事業
　３　中山間地域総合整備事業
　４　農地環境整備事業
　　　　　　　　　　　　　小　　　　　計
　　　　　　　　　農業農村整備事業費　　　　計

＜調査・管理等＞                      
　５　多面的機能支払交付金
　　　内訳　１．農地維持支払
　　　　　　２．資源向上支払（共同活動）
　　　　　　３．資源向上支払（施設の長寿命化）
　　　　　　　　　調 査 費 ・ 管 理 費 等　　　　計
　　　　　　　　　　　　　合　　　　　計

　
４７９,９３２
１０１,６０１
５８１,５３３

 
６４,０４０
４２,０４0
２２,０００
１４０,０００
３９０,０００
５９４,０４０

１,１７５,５７３

 
１,９８７,２００
８８１,０００
４５６,８００
６４９,４００

１,９８７,２００
３,１６２,７７３

　
２１７,４７９
１６５,９４３
３８３,４２２

 
１０６,６８０
８８,４８０
１８,２００
１４４,０００
２３０,０００
４８０,６８０
８６４,１０２

 
１,９８７,２００
８８１,０００
４５６,８００
６４９,４００

１,９８７,２００
２,８５１,３０２

　
１８
８
２６

 
６
２
４
１
３
１０
３６

 

未定
未定
未定
未定
３６

平成28年度
事業費

平成29年度
事業費

事　　業　　名
地区数

（単位：千円）

※農業生産基盤整備事業（1,2)　事業費は割り当て事業費ベース
※農村整備事業(3,4,5）、調査・管理等(6）、合計　事業費は県当初予算額ベース　

　千葉県は、平成７年産以降、国から配分を受けた以
上に主食用米を作付する状態が続いています。
　平成28年産の超過作付は8,318ヘクタール（52，
036トン）となっており、全国で最も多い状況です。

に取り組みましょう！！飼料用米に取り組みましょう！！まだ間に合いますまだ間に合います

稲作農家のみなさまへ

○千葉県は、超過作付全国ワースト１

　平成27年産から全国的に飼料用米の取組が広がり、
平成26年産で大きく下落した米価は回復基調となって
います。

○飼料用米の取組が広がり、米価は回復基調

　米の年間１人当たり消費量は、年々減少し、平成27年度には５４．６㎏と、
ピークである昭和３７年度から半減しました。
　また、全国ベースでは、毎年約８万トンも減少しています。（８万トンは千葉
県の米生産量の約３割に相当します）

○主食用米の消費量はピーク時から半減

① 配合飼料工場や畜産農家など、大きな需要があります。
② 水はけの悪い湿田でも、作れます。
③ 既存の機械や施設を、そのまま使えます。
④ 国や県の支援策が受けられ、条件により主食用米と同等以上の収入が確保できます。
⑤ 主食用米の需給が改善し、米価回復が期待できます。

問い合わせ先

お住まいの市町村
農政担当課、または
県生産振興課
（電話043-223-2891）

超過作付面積
（平成28年産）

全国▲2.2万ha
①千葉県8,318ha
②新潟県4,424ha
③茨城県3,502ha
④高知県　831ha　
⑤長野県　801ha

全国の飼料用米取組面積 米の相対価格の推移（全銘柄平均）
（26、27年産は翌年7月、28年は11月時点）

（ha）

33,881

26年産

79,766

27年産

91,169

28年産

（円／60kg）

11,949

26年産

13,209

27年産

14,350

28年産

飼料用米をおすすめする理由

110

120
(kg/ 年)

米の消費量の推移（１人１年当たり）

100

90

80

70

60

50

40

昭39昭35 昭47昭43 昭51 平4昭55 昭59 昭63 平12平8 平20 平24平16

生産量が需要量を上回り在庫量が増えると、米価の下落を招きます。米価安定のためには、飼料用米の取組が必要です。生産量が需要量を上回り在庫量が増えると、米価の下落を招きます。米価安定のためには、飼料用米の取組が必要です。
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平成２９年度
水土里ネット千葉 事務局の組織

土地改良施設賠償責任保険のご案内土地改良施設賠償責任保険のご案内万一に備えて
加入しましょう

　土地改良施設賠償責任保険とは、千葉県土地改良事業団体連合会が団体保険契約者となり、ご加入いただく各会員を
記名被保険者とする団体契約です。皆さまが所有・使用もしくは管理する土地改良施設の欠陥や管理ミスまたは業務遂行
上のミスに起因する事故により、他人の身体に障害を与えたり、他人の財物を壊したことにより皆さまが法律上の損害賠償
責任を負担される場合に被る損害に対して保険金をお支払いする保険です。

水土里ネット千葉　管理指導部

◆支払いできる保険金
・被害者に支払うべき法律上の損害賠償金（治療費・慰謝料・修理費等）　　
・裁判費用、弁護士費用等　　　　　　　　　  ・応急手当の費用等

◆この保険で対象となる施設は
土地改良法上にいう、かんがい用排水施設、農業用道路、農業集落排水処理施設が対象となります。
　例）道路、用排水路、溜池、揚排水機場、サイフォン、汚水処理施設等

◆保険期間 平成２９年７月１５日午後４時より平成３０年７月１５日午後４時までの１年間

◆申込期限 平成２９年６月１６日（金） ※申込期限に遅れないよう手続きをしてください。

◆お問い合わせ 水土里ネット千葉（千葉県土地改良事業団体連合会）管理指導部
TEL.043（241）1728（直通）　FAX.043（248）2574

◆保険金を支払いできない事故の例（主なもの）
・施設の建設、改築等の工事に起因する事故　　・従業員の業務上災害　　
・故意に起こした事故　　　　　　　　　　　　・地震･洪水等の自然現象による損害

　土地改良施設賠償責任保険の保険期間が、７月１５日で満了となります。更新される場合は、申込期限に遅
れないよう手続きをお願いします。また未加入の会員におかれましても、加入されてはいかがでしょうか。

　平成29年４月１日付けで、新規職員と
して換地部 換地課に配属となりました、
宮内千尋と申します。
　出身地は旭市で、農業が盛んな地で
育ちました。しかし、実家は非農家である
ため、長い間農業とかけ離れた生活をし
ていました。昨年度までの２年間は農業
大学校で、土壌肥料を専攻していました。
また、東金や旭の農家さんでアルバイト
をさせていただいたり、母親の実家のキャベツ農家で手伝いを
したり、充実した学生生活を送ることが出来ました。
　この２年間で、自然を相手にする仕事に、大きなやりがいを感
じると同時に農業の大変さや厳しさを学ぶことが出来ました。
　この度、連合会の職員として、千葉県の農業に携われること
に深く感謝申し上げます。まだまだ未熟な面が多々あり、ご迷惑
をおかけすると思いますが、一日でも早く連合会の一員として一
人前になり、千葉県の農業の発展と地元住民の皆様に喜んで
いただけるように、一生懸命仕事に向き合いたいと思います。
　今後とも、ご指導ご鞭撻をよろしくお願い致します。

平成29年度 水土里ネット千葉 新規採用職員紹介
水土里ネット千葉 新規採用職員を紹介します。

　平成２９年４月１日付けで新規職員
として換地部 換地課に配属となりま
した山本友見と申します。以前は嘱
託職員として勤務しておりました。
　私は静岡県清水市（現静岡市）で
生まれ、海・山・川が側にある自然豊
かな環境で育ちました。１５年前に千
葉県に来ましたが、千葉県にも美し
い自然がたくさんあり、私にとって第二の故郷のようです。
実家は農家ではありませんが、農業に携わる仕事をさせ
ていただき嬉しく思っています。
　今までは、職員の方々のサポートをさせていただきまし
たが、まだまだ覚える事は山ほどあります。換地部だけで
はありませんが、とても奥が深い仕事です。日々の業務の
中で更に経験を積み重ね、農業に関わる皆様のお役に立
てるよう、精一杯頑張りますので、今後ともご指導よろしく
お願いいたします。

換地部 換地課

宮内 千尋
みやうち　ちひろ

換地部 換地課

山本 友見
やまもと　ともみ



15ネットちば・・・

水土里ネットちば

●●●●●●●●●水  土  里●●●

〔市外局番　043〕　平成29年4月1日現在

平成２９年度
水土里ネット千葉 事務局の組織

平成２９年度
水土里ネット千葉 事務局の組織

事務局長
湯浅 明　
TEL.241-2791

課長  田中 勇次　
　　 TEL.241-9987

課長  木内 茂樹　
　　 TEL.241-9986

課長 箕箸 美雪
　　 TEL.241-7744

課長 (岡嵜 一雄)
　　（TEL.241-7746）

課長 小倉 秋紀
　　 TEL.241-2792

所長 （篠原 裕次）
　　 TEL.241-1729

係長  小鍛冶 亮吉　
　　 TEL.241-2794

係長  髙石 昌浩
　　 TEL.241-9982

係長  高石 昌浩

係長  佐野 耕一
　　 TEL.241-7741

係長  吉橋 勇一
　　 TEL.241-7745

係長  大武 和已
　　 TEL.241-1728

参与  佐藤 賢治　
　　 TEL.241-7742
部長  牧野 廣行　
　　 TEL.241-9983
次長  篠原 裕次　
　　 TEL.241-1729

部長  栗原 康浩　
　　 TEL.241-9984

参与  （佐藤 賢治）　
　　 （TEL.241-7742）
部長  河野 貞雄　
　　 TEL.241-7743
次長  岡嵜 一雄　
　　 TEL.241-7746

部長  山崎 正仁　
　　 TEL.241-7728
次長  伊藤 規行　
　　 TEL.241-7729

課長 （栗原 康浩）　
　　 TEL.241-9984

係長 長坂 崇巳　
　　 TEL.241-1711

土地改良施設賠償責任保険のご案内

係長  高石 昌浩

倉 紀

換地第二係
TEL.241-7741
（干潟詰所）

TEL.0479-63-3911
FAX.0479-63-3985

事業計画係
TEL.241-2794

指　導　係
TEL.241-1728

測　量　係
TEL.241-7741

換地第一係
TEL.241-6629

環境整備係
TEL.241-9982
（安房詰所）

TEL.0470-27-6401
FAX.0470-27-6470

総　務　課
FAX.248-2563

総　務　係
TEL.241-1711

事業計画課
FAX.248-2521

環境整備課
FAX.248-2521

二級建築士事務所
TEL.241-1729
FAX.248-2521

換　地　課
FAX.248-2521

指　導　課
FAX.248-2574

水土里支援課
FAX.248-2574

土地改良区体制強化ｾﾝﾀｰ
TEL.241-7729 （換地）
TEL.241-1728 （管理）
TEL.241-7742 （相談）

総　務　部

技　術　部

換　地　部

管理指導部

事務局

水土里支援係
TEL.241-7745

●総 務 部
●技術部、換地部
●管理指導部
●安房詰所
●干潟詰所

248-2563
248-2521
248-2574

0470-27-6470
0479-63-3985

FAX

職員数  53 名
（臨時職員 3 名含む）
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両総用水の路ウォーク
《佐原》のご案内《佐原》のご案内 水土里ネット両総水土里ネット両総

第7回

平成２９年６月３日（土） 雨天決行(但し、荒天時は中止)
受付時間９：１５～９：４５(ゴール予定時間１５：３０頃)
※天候により、コースが変更となる場合があります。

開催日

参加費

持ち物

参加方法

問合せ先

注意事項

その他

３００円　千葉県ウォーキング協会会員
4００円　一般（小学生以下無料）
※当日受付します。

当日、「両総土地改良区佐原出張所」に
９：４５までに集合して下さい。
（電車：ＪＲ成田線佐原駅より徒歩１０分）
佐原駅から受付会場まで誘導員を配置します。
※事前申込みは、必要ありません。

①NPO法人千葉県ウオーキング協会（TEL 043-255-0141）
②両総土地改良区調査管理課（TEL 0475-52-3145）

昼食会場にて汁物(数量限定)のサービスがあります。
また、ゴール後には地元農産物のお土産もあります。

スタート・ゴール地点周辺には駐車場がありませんので、公共交通機関をご利用ください。
また、参加者は事前に健康診断等を受けて、万全の体調のもとに参加してください。
万一事故が発生した場合、主催者は保険による適用範囲以外の責任は負えません。

昼食、飲み物、健康保険証、雨具、帽子、タオル、
レジャーシートなど

約15ｋｍ　団体歩行

歩行内容

地元農産物の
おみやげつき

募集内容・申込み方法

両総用水を
学ぼう！！

前回の様子(公平水路橋)

　両総用水の路を巡り、先人達の努力や想い感じながら、農業用水と
都市用水の役割や歴史について学んでみませんか。
　昨年は東金市～山武市で開催しましたが、今年は開催場所を香取市
に変更し開催いたします。
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《佐原》のご案内 水土里ネット両総

第
7回
 両
総
用
水
の
路
ウ
ォ
ー
ク
≪
佐
原
≫

～
約
１
5ｋ
ｍ
歩
行
コ
ー
ス
～

　
　
　
コ
ー
ス
経
路

●
 ス
タ
ー
ト・
ゴ
ー
ル

●
 ト
イ
レ

●
 昼
食
会
場

●
 見
所凡
 例

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ナ
ー
5ケ
条

1.
 や
ぁ！
お
早
う
　
明
る
い
挨
拶
　
さ
わ
や
か
に

2.
 信
号
で
　
あ
わ
て
ず
あ
せ
ら
ず
　
待
つ
余
裕

3.
 ひ
ろ
が
る
な
　
参
加
者
だ
け
の
　
道
じ
ゃ
な
い

4.
 自
分
の
ゴ
ミ
　
自
分
の
責
任
　
も
ち
帰
り

5.
 歩
か
せ
て
　
い
た
だ
く
土
地
に
　
感
謝
し
て

開
催
日
 ：
 平
成
２
9年
６
月
3日
（
土
）

主
　
催
 ：
 N
PO
法
人
千
葉
県
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

共
　
催
 ：
 両
総
土
地
改
良
区
・
両
総
用
水
事
業
推
進
協
議
会

後
　
援
 ：
 千
葉
県
山
武
農
業
事
務
所
・
千
葉
県
香
取
農
業
事
務
所

　
　
　
　
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
千
葉
用
水
総
合
管
理
所

　
　
　
　
香
取
市
・
N
PO
法
人
美
し
い
田
園
21

会
　
場
 ： 
両
総
土
地
改
良
区
 佐
原
出
張
所（
香
取
市
佐
原
ホ
68
9）

受
　
付
 ： 
9時
15
分
～
9時
45
分

JR
佐
原
駅

第
1排
水
機
場

両
総
用
水 ● ●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●利
根
川
両
総
水
門

両
総
用
水・
水
資
源
機
構
共
用
施
設

岩
戸
堰

両
総
用
水

第
１
揚
水
機
場

両
総
用
水・
水
資
源
機
構
共
用
施
設

３
号
幹
線
用
水
路
(北
部
幹
線
)

両
総
用
水・
水
資
源
機
構
共
用
施
設



発　行
水土里ネット千葉（千葉県土地改良事業団体連合会）
〒261-0002　千葉市美浜区新港249番地5
TEL.043-241-1711（代）／FAX.043-248-2563（代）

水土里ネットちば　314号（平成29年5月発行）

印　刷
株式会社ニッセイアド
〒264-0026　千葉市若葉区西都賀4-18-3
TEL.043-206-7752／FAX.043-206-7753

■千葉県知事賞
■千葉県土連会長賞

■特別賞 ３点（賞状・副賞）

■銀　賞 ２点（賞状・副賞）

■佳　作 数点（賞状・副賞）

…………………１点（賞状・副賞）

………………１点（賞状・副賞）

■金　賞 １点（賞状・副賞）

■銅　賞 ３点（賞状・副賞）

■参加賞 入選者以外の方に粗品進呈

平成29年6月10日（当日消印有効）

〔応募先〕〒261-0002　千葉市美浜区新港249－5

水土里ネット千葉（千葉県土地改良事業団体連合会）

管理指導部　TEL 043-241-1728（直通）

各　　賞

応募締切

応募要領

・応募作品は原則として返却いたしません。返却を希望する場合（入選作品以外）は、送料相当分の切手と返信用の封筒を同封して下さい。
（同封がないときには着払いで返却します。）
・複数の作品を応募する際には、それぞれの作品に汚れや傷が付かないように十分注意して封筒等に入れ、送付して下さい。
・応募作品の取扱いには十分注意いたしますが、汚れ、破損等、万一の事故に対する責任は負いかねますので、ご了承下さい。
・応募票に記入していただいた情報は、個人情報保護方針に基づき適正に取り扱いいたします。

■応募資格　千葉県在住または在勤の方　
■応募規定　千葉県内で撮影したもの
　●応募作品について　
　・カラープリントの単写真に限ります。　・応募は未発表のもので１人３作品までとします。
　・写真サイズは四切り（ワイド可）・A4とします。
　・合成写真や過度の画像補整を行った実像に反する写真は応募できません。
　・人物が被写体の場合は、応募者の責任により肖像権に触れないようにして下さい。
　・応募の際は応募票に記入し、応募作品の裏に貼り付けて下さい。（応募票はコピーでも可）
　●入賞作品について
　・入賞作品は１人１点までとします。（ 佳作はこれに限りません）
　・応募作品の著作権は撮影者に帰属します。
　・入選作品は、主催者が開催する展示会のほか、広報のためにポスター・チラシ・ホームペー
ジなどで使用することがあります。

　・入選作品以外の応募作品も、上記展示会において展示することがあります。
　・入選作品は原版を後日提出してもらいます。（デジタルカメラの場合はオリジナルデータを
CD-R等にコピーしたもの）

注
意
事
項

美美美しいしいしい美農村環境
しい

写真コンテスト作品募集中！

第23回 誰もが住んでみたい美しい農村環境

テーマ

あなたが見つけた美しい農村や農村環境、
農村におけるさまざまな活動を写真におさめてみませんか。

応募締切

6月10日6 1
平成29年

第22回千葉県知事賞

第22回千葉県多面的機能推進協議会賞

第22回千葉県農村振興技術連盟賞

第22回千葉県土連会長賞

第22回ちば水土里支援パートナー賞


